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概要　妊娠各時期 の 妊娠期 間不 明瞭な 妊婦 に 対す る 超音波計測 に よ る妊娠期間推定法 に つ い て 検討 し

た 。超音波計測 の パ ラ メ ータ と し て 胎児骨格系か ら， CRL ，　BPD 及 び FFL を選ん だ．

　正常最終月経に 基 づ い た 各 パ ラ メ ー
タ の 標準曲線を作成 し ， 平均値曲線か ら各計測値に よ る推定妊娠

期間を 求め，正常最終月経起 算の 妊娠期間 と の 日数差を求め，日数差 の 少 な い 範囲 を 各パ ラ メ
ー

タ の 適

用範囲 と し た．そ の 結果 ， CRL は 20〜80mm （約 9 〜13週），
　 BPD は 20〜70mm （約11〜26週），　 FFL は

20〜55mm （約 16〜30週）で あ り，
こ の 範囲内で は，　 CRL を用い た 場合 ， 平均 2．9日，　 BPD で は 平均4 ．6

日，FFL で は 平均4．9日 の誤差で 妊娠期聞を推 定 で き る。

　CRL 計測値か ら妊娠期間を推定 し ，
こ れ に 基 づ い て BPD ，　FFL の 標準曲線を作成 した ．最終月 経 に 基

づ い た 標準曲線 に 対 し，± 3／2SD で 規定 され る範 囲が有意 に 狭 くな つ た （p 〈 0．001）． こ の 妊娠期間 と計

測値か ら， 各計測値 の 平均妊娠期間と 3／2SD の 日数 を 求 め ，± 3／2SD で 規定 され る 範囲 を，推定妊娠期間

の 幅 と し ，
パ ラ メ ー

タ 使用範囲 を 越 えた 場 合 の 発育 の 個体差を考慮 した 妊娠期 間推定法 と し た．推定妊

娠期間の 幅 の 検討 で は
， 妊娠末期に 近 づ くほ ど，

こ の 範囲 を越え る例が増 えた が
， 67〜100％の 例が こ の

範囲 内で あ り，以後の 母児管理 の 指標 と し て 役立 つ と思 わ れ た．特に，早期娩 出を行 う場含 下限 の 週

数が胎児成熟度 と関連 し て 重要 とな る，

　以上 の ご とく，CRL は最良の パ ラ メ ータ で あ り， 妊娠初期 に CRL 計測に よ る 妊娠期間 を推定 し て お

くこ と が望 ま し い が
，
CRL の 適用範囲 を 越 えた 場合 に は BPD 又 は FFL を用 い て 妊娠期間推定 を 行 い ，

妊娠後期で は妊娠期間 の 幅を推定す る。ま た 妊娠 中期 で は BPD を用 い ，　FFL は BPD 計測 が 不可能な 場

合 と妊娠後期に用 い る の が 良 い と思 わ れ る，

Synopsis　The 　Inethod 　of 　estimating 　gestational　age （GA ）was 　studied 　in　each 　trimester．　 CRL ，　BPD 　and

FFL 　were 　selected 　as 　the　parameters 　of　ultrasonic 　B −mode 　measurement ，　and 　each 　standard 　curve 　was

recorded ．　 The　less　erroneous 　range 　on 　each 　parameter 　was 　decided．　 The　range 　of　CRL 　was 　from　20　to

80mm ，　that 　of 　BPD 　from　20　to　70rnm　and 　that　of 　FFL 　from　20　to　55mm ．　 Within 　these　ranges ，　GA 　estimated

by　CRL 　showed 　2．9　days　difference　on 　average 　compared 　to　the　GA 　determined　by　LMP ，　compared 　with

BPD 　4．6　days　and 　with 　FFL 　49　days，　 CRL 　was 　the　most 　accurate ，　but　that　with 　BPD 　or 　FFL 　could 　be

useful 　in　the　2nd　trimester，　 Since　the　difference　in　the　growth 　of 　each 　fetus　would 　become　apparent 　in　late

stage ，　the 　ranges 　of 　GA 　for　each 　measured 　value 　of 　BPD 　or 　FFL 　were 　determined　in　the　3rd　trimester 　by

the　mean ± 3／2　SD　for　GA 　determ玉ned 　by　CRL ．　 Since　67　to　100％ of 　the　studied 　cases 　were 　included　in　the

ranges 　of　GA ，　the 　estimation 　w 三11　be　useful　in　the　3rd　trimester，　 FFL　is【nore 　useful 　than　BPD 　in　the　3rd

trimester，　and 　it　is　also 　utilized 三n 　cases 　where 　BPD 　measurement 　is　not 　possible 　due　to　fetal　head　descent．

鼠ey 　words ： Gestational　age ・CRL ・BPD ・FFL ・Each 　trimester

　　　　　　　　　 緒　　言

　妊娠期間 は
， 胎児成熟度 と相関が高 く ， 母 児管

理 上 の 重要 な 指標 とな る た め
， 全妊婦 に つ い て 正

確 な妊娠期間を知 る こ とが必要 で ある．従来か ら

最終月経起算 の 妊娠期間が最も多く用 い られて き

たが ，妊娠 の 直接情報 で な い た め 不 明確な場合 も

少な か らず あ り，
これに 代わ る 方法として ， 超音

波断層法に よ る妊娠期間推定法が多 く試み られて

い る．最近で は胎児頭殿長を パ ラ メ ータ と した超

音波計測 に よ る 妊娠期間推定法が精度 の 高 い 方法
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とし て 広 く認め られ，臨床 に応用 され て い る．し

か し
， 計測は 妊娠初期に 限 られて お り， 妊娠期間

推 定の 必要 な妊娠 中期 以 降の 妊婦 に は 別 の パ ラ

メ
ー

タ が必要で あ り， 妊娠後期で は さ ら に 胎児発

育の 個体差を考慮 した 方法が必 要 とな る．本研究

で は 妊娠各時期 に お ける 妊娠期間推定法 を試 み ，

検討を行つ た e

　　 　　　　　　　方　　法

　昭和55年 3 月〜58年 3月に ，鳥取大学産科婦人

科外来を受診 した妊婦675名を対象と し
， 超音波断

層法 に よ る胎児頭殿長 （crown −rump 　length：以

下 CRL と略）， 児頭大横径 （biparietal　diameter：

以下 BPD と略）及び胎児大腿骨長 （fetal　femur

length： 以下 FFL と略） の 計測を行 つ た ．

　使用装置は Aloka　SSD　250， 探触子周波数 3．5
MHz で ある，

　 1、胎児計測法

　CRL 計測は，頭部 と躯幹 の 区別 が不 明瞭な場 合

に は 最大軸長 ， 明瞭な ときは 頭部 の 先端か ら殿部

先端ま で の い わ ゆる座高長 とし
， さらに躯幹の 屈

曲， 伸展運動が ある場合 は 中間位置で 計測 した ．

BPD は正 中線 エ コ ーが 画面上水平で ，透 明中隔 と

arrow 　pattern が左右対称に 描写され る断面 に つ

い て ，両頭頂骨 の 外側か ら外側を計測 し た ．FFL
は 画面上 の ま つ た く水平 ， ある い は垂直 の 場合を

さけ ， 高輝度の 部 分を計測 した （図 1），
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　 2．各 パ ラ メ ー
タ の 標準曲線

　通常月経が28〜30日 の 正順 な周期 を有し最終月

経が 明確な 妊婦 ， 又 は 基礎体温記録 を有す る妊婦

で 合併症 が無 い 者 207名 を選 び ， CRL 計測値 327
例 ， BPD 計測値 689例 ，

　FFL 計測値 696例 か ら各 パ

ラ メ
ー

タ の 標準曲線を作成 した （図 2 ，図 3）．曲

線は
， 各週の 平均値 と± 3／2SD を 算出 し， 3 点移

動平均法を行 い
， 雲型定規で 平滑化 し作成 した ．

ただ し ， CRL 曲線 は
， 出生体重が佐藤 ら

2 ）の 妊娠週

数別標準出生体重曲線の 10〜90パ ーセ ン タ イ ル 内

で あつ た 者 （以 下 AFD と略）の み の 計測値か ら作

成 した ．

　 3．パ ラ メ
ー

タ適用範囲

　 28〜30 日 の 正 常月経周期 を有する妊婦 127名 に

つ い て ， 最終月経起算の 妊娠期間と各 パ ラ メ ータ

計測値 に よ る推定妊娠期間と の 日数差を求め た．

計測値を 5mm ご との グ ル
ープ に分け，各 グ ル

ー

プ内で の 平均 日数差を グ ラ フ に し（図 4）， こ の グ

ラ フ か ら妊娠 中期 の 妊娠期間推定に 用 い る各パ ラ

メ ータ の 適用範囲を求め た． こ の 範囲内 の 各 パ ラ

メ ータ 計測値 に よ る推定妊娠期間 と最終月経起算

の 妊娠期間 と の 日数差を調 べ た （装 1）。

　4．推定妊娠期間 の 検討

　前記の 各検討 とは 別 に
， 妊娠期聞不 明瞭 な妊婦

82名を対象 と し ， 適用範囲内で の パ ラ メ ータ計測

値か ら分娩予定 日を推定 し て
， 自然分娩で AFD

図 1　左 か ら CRL
，
　BPD

，
　FFL の 計測断面 と計測点 （＋ 印）
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表 1　適用範囲 内の CRL ，　BPD ，　FFL の 計測値 に よ る推定 妊娠 期 間 と最終 刀 経起算

　の 妊娠期間 と の 日 数 差 と平 均

％）

妊　娠　期　問　の　差　　　　　　　　　　　i平均一．．
く ± 7 日〔％） ＜ 土 10日（％） 〈 ＝ 14臼（％）

（口）

81（93） 87（100） 2．9

156 （81） 176（91） 191（99） 4．6

1／6（75）　 1　 139（90）　　　　 153（99）■ 一
4．9

表 2　適用範 囲 内の CRL ，　BPD ，　FFL の 計 測値 に よ る推 定分娩 予 定 日 と 自然 分 娩 日 と の

　 日数差 と平均

パ ラ メ
ー・

タ　　で列数

　 　 CRL

ド｛詈

歹 娩 日 の 差

亨614611S
＜ ± 3 目（％ ） く ± 7 日（％） く ± 10日 （％ ） ＜ 士 14 日

一 i　 一曲　
29〔38） 61（80） 72（95） 76（／0

45（31）　　 197 （66）
一

U9 （82）
一一一

L 」壟 LL ．ヱ4（63）
，。、塾±

135（9U2

（9

山一

「物

　 （日）

4，65

・ヱ
6，1

図 2　 月経周 期28〜30週 の 妊婦又 は 基 礎体温記 録 を有

　す る 妊婦 に つ い て 作成 した CRL 標準曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・号・D

180「

70605040

：：11
吐

cR 　 L

从

一曇・ D

／／
　

7　 8　 9　 1011121314151617 （W5 ）

図 3　月経周 期28〜30日の 妊 婦 又 は 基礎体温記録を有

　す る 妊婦 に つ い て 作 成 した BPD 及 び FFL の 標準

　　曲線

｛mm ｝
100go807060 ＋1SD

諾

号・・

D

5o

：zl
l：鷺 ＿

で あつ た 者は分娩 日を 40週 0 日に ， それ 以外の 者

は Dubowitz の 在胎期間推定法を 用 い て 分娩 日を

算出し ， 両者 の 日数差を 求めた （表 2）。

　5．CRL に基づ い た BPD
，
　FFL の 標準曲線

　適用範 囲内の CRL 計測値を 有する 妊婦 180名

で ， CRL 起算の 妊娠期間を求め ，こ れに 基づ い て
，

BPD 　395例，　 FFL 　371例 か ら B？D，　FFL の標 準曲

線を 作成 した （図 5）．

　6。推定妊娠期間 の 幅

　前項 5。で 用い た妊娠期間 と計測値か ら， 各計測

値 の 平均妊娠期聞 と3／2SD の 日数を求め
，

上 限を

平均週数＋ 3／2SD，下 限を平均週数
一3／2SD とす

る推定妊娠期間の 幅を求め た （表 3）．

　7。推定妊娠期間の 幅の 検討

　適用範 囲内の CRL 計測値を有 す る 妊婦 で ， 出

生時に HFD （heavy　for　dates）で あつ た もの 13

名 ，
AFD 　50名 ，

’
LFD （1ight　for　dates） 16名 を対

象 と し，BPD 　71mm 〈27週），　 FFL 　51mm （28週）

以上 の 各計測値 につ ぎ推定妊娠期間の 幅を表 3 よ

り求め ，
こ の ときの CRL 計測値 に 基づ い た 妊娠
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　 図 4　 CRL ，　BPD ，　FFL 計測値 に よ る 推 定妊娠期 聞

　　 と，月経 周 期28〜30日の 妊婦の 最終月経起算妊娠期

　　 間 との 日数差
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図 5　 妊娠初期 に CRL 計測 を 行つ て 妊娠期間を決定

　 した妊娠 に お け る BPD ，　FFL の 標準 曲線
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期聞が， こ の 推定妊娠期間 の 幅 の 上 限以上 ，上 限

か ら平均週数 の 間，平均週数か ら下限の 間，下限

以下の どの 区分 に 入 るか を調べ
， 各計測値 5mm

ご と の 各 グ ル
ープ 内で HFD ，

　AFD
，
　 LFD それ ぞ

れに つ き百 分率で 示 し た （図 6 ）。 こ の 方法で は
，

パ ラ メ
ータ となる 骨格 の 発育が平均 よ り劣る もの

は 上 限の 方 へ
， 平均以 上 の もの は 下限 へ 近づ くこ

とに な る．

　　　　　　　　　 成 　　績

　1．CRL 標準曲線

　20mm 以上 （9週以降）で は
，

ほ ぼ直線的な増

図 6　BPD と FFL 　1・こ よ る推定妊娠期 間 の 幅 と ， 出 生

　時 HFD ，　AFD ，　LFD 児の CRL に よ る推定 妊 娠期間

　 との 関係．棒 グ ラ フ は ，平均週数 よ りも上 限 又 は 下

　限 の 方 へ ずれ た 症例の 百分率を 示す．また 上 限 ， 下

　限の 週数を 越 えた 症例 は 特 に 太枠で 示 し ，
カ ッ

＝ 内

　に 百 分率を 記 し た ．
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圃 AFD

匚コ蝦 又 は 下 限 の 週 数 髄 え た も の

加 を示 し
，

1 日当 りの 増加率 は 1．6rnm で ある （図

2 ）．臨 式 は ，y を 黐 値 （  ），x を妊娠期間

（日） とし て y ＝− 80．22十 1．59x，　r ＝0．99で ある．

　2．BPD ，
　FFL の標準曲線

　BPD の 平 均値 曲線 は 約 70mm （27週）ま で は ほ

ぼ直線的に増加 し，以後は次第に 緩か な増加 とな

る。20〜70mm の 間 の 回 帰 式 は
，
　 y ＝

− 14．53十

〇，45x
，
　 r ＝ 0．98 と な り，

71mm 以 上 で は y 二

26．96十 〇．24x，　r ＝ 0．91とな る。FFL の平均値曲線

は約 60mm （33週 ）頃 まで は ほ ぼ直線的に増加 し ，

以後増加は 緩か に な る が
，
BPD に 比 べ る と全体的

に 直線的な増加 を示す．20〜60mm の 間の 回 帰式
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は
， y ＝ − 19．60十〇．35x，　r ＝ G．96とな り， 61mm 以

上で は
， y　 ・12．76十 〇．21x，

r ＝ 0．90とな る（図 3）。

　3。パ ラ メ ータ の 適用範囲

　CRL が20mm （8週 6 日）か ら80mm （14週 1 日）

の 間で は 日数差は ほ ぼ横ぽ い で
，

こ の 範囲 の 前後

で は 日数差が大 きくな る傾向があ つ た た め
， CRL

の 適用範囲を 20〜80mm （約 9 〜13週）の 間 と した

（図 4）．

　 BPD は 2emm （11週 3 日）以上で 日数差 が徐 々

に 獻 して 70  （27週 1 日）以上で 1よ謙 こ 鰍

し た た め
，

・BPD の 適 用 範 囲 を 20〜70mm （約

11〜26週） の 間 とした （図 4）．

　FFL も BPD と同様 の 傾向を示 し ， 20mm （16週

0 日）以 上 で 日数差が徐 々 に 増大 し，55mm （3G週

3 日） 以上で は 急激に増大 し ， 20mm 以下 で も増

大 し た た め
，
FFL の 適 用範 囲 を20〜55mm （約

16〜30週）の 間 と し た （図 4 ）．

　 こ の 適用範囲内で の 各パ ラ メ
ー

タ の 日数差の 分

布を 求め る と （裹 1）， CRL で は 63例 （72％）が ±

3 日以内で あ り，
± 10 日以内 に87例 （IOO％）が入

つ た．平均 日数差は 2．9日で あつ た ．BPD は 156例

（81％），
FFL は 116例 （75％）が± 14日以内で あ り，

共 に 99％が ± 14 日以内 で あ つ た．平 均 日数差 は

BPD が4．6日
，
FFL が4．9日 と な つ た ．パ ラ メ ータ

間の 比較で は
， CRL が最 も良い 成 績で ，　 BPD は

FFL よ りわずか に 良 い 成績 で あつ た が ，
　 FFL は

22週 以後は BPD と ほ ぼ 同じ 日数差で ， 適用範囲

の 上 限 は BPD の 26週に 対 し，　 FFL は 3G週 となが

くな つ た ．

　4．妊娠期間推定の 検討

　分娩 日の 日数 差 をみ る と，
± 7 日以 内 に CRL

は61例 （80％），BPD 　97例（66％），　FFL 　74例 （63％）

が入 つ て お り， ± 14日以内に 大部分が入 つ て い た

（蓑 2 ）．パ ラ メ ータ 間 の 比較で は
， CRL がや は り

良 い 成績で ，BPD は FFL よ り良 い 成績 で あつ た

が ， 大差は認め られなか っ た．

　5。CRR こ 基づ い た BPD
，
　FFL の 標準 曲線

　CRL に 基づ い た BPD
，
　FFL の 標準 曲線を ， 最

終月経 に基づ い た標準曲線 と比 較する と，平均値

曲線 は よ く一致す るが
， ±3／2SD で 規定され る範

囲が有意に 小 さ くな つ た （図 5
， p ＜ 0．001）．ま た

逆に，CRL に 基 づ い た BPD 及 び FFL の 各計測

値か ら推 定平均妊 娠期 間及 び 3／2SD の 日数を 求

め る と（表 3）， 各妊娠期間 に対す る 3／2SD の 日数

の 比 率は，BPD が約 6 ％ ，
　FFL が約 4．8％で あ り

，

共に 妊娠末期に近づ くと徐 々 に比率が 大きくな つ

た．両 者の 比 較で は ， FFL の方 が比率は 小さ く，

約30週以降で は
， 徐 々 に 比率の 差が 大 きくな り，

FFL の 方が精度が 良 い ．

　 6．推定妊娠期間の 幅の 検討

　パ ラ メ
ー

タ 計測値が増大す る に つ れ ， CRL 推定

妊娠期間は
，
HFD で は 下限 の 方へ ，　LFD で は 上限

の 方へ 偏位 し，ま た 上限 ， 下限 の週 数を越 える も

の が多 くな る傾 向が あつ た ．LFD で は特に そ の 傾

向が大 で あつ た，BPD 　80mm ，　 FFL 　60mm 以 下

で は大部分が上限 と下限 の 間に 入 つ て お り， そ れ

以 上で は 67〜100％が入 つ て い た．BPD ，　FFL の

比較 で は
， あま り差 は 認め られ な か つ た （図 6）．

　　　　　　　　 考　 　察

　妊娠期 間は胎児成熟度 と相関が高 く，母児管理

上 の 重要な指標となる ．特 に 30週前後に 早期娩 出

を考え る場合な ど ， 児の 予後を左右する こ ともあ

り正確 な妊娠期間を 知 る こ とが重要 と な る．

　従来か ら，基礎体温記録は正 確な指標 とされて

い るが
， 実際 に は 記録を有する婦人は少な く，最

終 月経 起算 の 妊娠期間が最 も多 く用 い られ て き

た ．しか し不 規則 な月経周期 を有す る老，無 月経

に 続い て 妊娠 した 場合な ど に は他 の方法 で 正確 な

妊娠期間を推 定す る必要が ある，また ， 妊娠中期

以 降に 来院 した 妊娠 期間不 明瞭 な妊婦 に 対 し て

も， その 時点で 発育の 個体差を考慮 した妊娠期間

推定が必 要 とな る．

　近年，超音 波断層法を用 い た妊娠期 間推定法 が

広 く行わ れて い る が ，パ ラ メ ータ，計測時期 ， 発

育 の個体差な ど の 問題 があ り， 妊娠各 時期 に応 じ

た 方法 を とる必要が ある．

　本研究で は ，パ ラ メ
ー

タ とし て は
， 胎児の 直接

情報で ， か つ 個体差が少 な い もの が 良い と考 え，

胎児骨格一計測値 か ら CRL ，　BPD ，　FFL を選 ん だ．

　胎児頭殿長 は 発生学に お ける胎齢推定 の 指標 で

あり， 妊娠初期で は個体差が 少ない こ とが知 られ

て い る．Robinson16）の CRL の 研究で は ， 妊娠 6
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〜14週 の 問 で は
，

1 回 の 計測で 士 4，7日以内，3回

の 計測で は 土 2，7H 以 内で 妊娠期間推定が可能 と

報告し て お り，
DrummS ）は ± 3 日以 内の 誤差で 推

定で きる と報告 し て い る e 本破 究 の CRL 値 と妊

娠期 間 の 関係は ，他の 研究者 の 報告 ともほ ぼ一
致

し，特に Pedersenl4）の 結果 とは 8 〜14週の 間で 非

常に 良 く
一

致し て い る．ま た 9 〜13週 の 間で は 平

均 2．9日以内で 妊娠期間推定が可能で あ る。

　BPD に つ い て は 多 くの 報告があ るが 5）艀7）u ）17）
，

計測の 標準断面や 計測 点に つ い て の 問題が残 つ て

お り今後の 研究 が望ま れる と こ ろ で ある 。ま た 児

頭 の 骨盤内進入や 回旋 の 状態 な ど，妊娠末期に 近

づ くと計測不 能例 が増 加す る欠点 があ り， 津崎

ら
3）は 25．6％が 計測 不 能 で あつ た と報告 し て い

る ．Campbell　et　a1．η は ， 1 週あた りの BPD 成長

率を 妊娠中期で は 約3．2mm ，妊娠末期 に なる と約

1，2mm と報告 し て お り， 本研究 で は 妊娠中期 で

約 3mm ， 末期に な る と約 1mm で あつ た 、

　 FFL に 関す る報告 も多 く，O ’Brien　et　al ．i3），津

崎 ら
3）は 超音波計測 を行 う部分 は 化骨 終了部分で

あ る と報告 し て い る ．FFL は BPD に 比 べ 計測が

容易で あ り，計測不能例 が非常 に 少な い とい う利

点がある．Queenan　et　al．
15＞は

，
1週 あた りの FFL

成長率は 最大で 3mm と報告 し て お り， 本研究で

は 妊 娠中期で 約 2．5mm ， 末期 で 約 1mm とな つ

た．

　CRL の 成長率 は ， 1 日あた り約 1．6mm で あ り，

こ れに 比 べ て BPD ，　FFL の 成 長は 小 さ く， 単位長

当 りの 日数差が 大 き くな り，計測誤差が大 き くな

る もの と考 え られ， また妊 娠が すすむ に つ れ発育

の 個体差が増大す るた め ， さ らに 推定誤差 は大 き

くな る と思われ る．そ の た め 妊娠期間を推定す る

パ ラ メ
ータ の 適用範 囲を決め る 必要が生 じる （図

4
， 表 1 ）t

　CRL は 最良 の パ ラ メ
ー

タ で
， 妊娠期間 の 差 は 平

均 2．9日で あるが ，BPD は 4．6 日，FFL は 4．9日で ，

BPI）は FFL よ りもわずか に 良い 成 績で あ るが ，

適用範囲 の 上 限は FFL の 方が 長か つ た ．別 の 群

の 妊婦の 検討 で も同様 の 結果で あ つ た （表 2）。

　 し か し，こ の 範囲を越 え て 受診す る妊婦に も妊

娠期間推定が必要 な場合 があ る．前述 の よ うに妊

娠末期に近づ くほ ど妊娠期間推定は 誤差が大 ぎ く

な り，む し ろ危 険な こ と もある．そ こ で 推定妊娠

期間に 幅を もた せ て ，上 限 ， 下限の 週数を早期娩

出や ， 逆 に 過期産 の 際 の 1 つ の 指標 となる よ うに

し た ． こ の 妊娠期間 の 幅は 各計測値の 平均妊娠期

間 ± 3／2SD （日数） とした。

　Drumm9 ）は
， 正常月経群で は 最終月経起算 の 分

娩予定 日の ± 12日以内に 91．4％が分娩 した の に 対

し
，
CRL 起算 の 分娩予定 日 の ± 12日以内に 95．0％

か ら96．2％が分娩 した と報告した th す なわ ち ， 月

経周期 ， 最終月経 な どは 患者 の 申告 で あ り，
ま た

排卵 日 の 間接清報 で ある の に 対 し，CRL は 個体差

の 少ない 妊娠初期 の 胎児直接情報で あ つ て ， 大 き

な誤差 を生 じな い た め と考 え られ る．本研究 で は
，

CRL 起算 の 妊娠期間をもと に し て ，　BPD ，
　FFL の

発育曲線を作成 し た と こ ろ，± 3／2SD で 規定 され

る 範囲 を有 意 に 小 さ くす る こ とが で きた 。 こ の

CHL 起算 の 妊娠期間 と ，
　 BPD

，
　 FFL の 計測値か

ら ， 各計測値 の 有す る平均妊娠期間 と3／2SD の 日

数を表 に 作成 し
， 実際の 計測の 場で 利用で きる よ

うに し た （表 3）．

　 こ の 妊娠期間 の 幅 の 検討 で は
， 前半で は HFD

，

LFD の 大部分が上限 ， 下限の 範囲内に 入 り ， 後半

で は 67％以上 が入 つ て お り，妊娠中期 以降の 妊娠

期間及 び胎児発育度 の 不 明 な妊婦 に対 し て 妊娠期

間推定 に 役立 つ もの と考 え る 。こ の よ うに妊娠期

間 の 幅を推定 し て お く こ とは
， 以後の 母児管理 の

指標 とな り， 特 に 早期娩 出を行 う際 に 下限 の 週数

は胎児成熟度 と関連 し て 重要 となつ て くる。また

HFD
，
　LFD は ， それぞれ下限，上 限の 方 へ 偏位す

る傾向を もつ が
， そ れ ほ ど顕著で な い の は

，
HFD ，

LFD な どの概 念が体重を基本 とした もの で あ り，

骨格系 へ の 影響を必ず しも反映 して い る と は 限 ら

な い か ら で あろ う。従 つ て CRL に 基づ い た BPD ，

FFL の 標準曲線は 妊娠初期 に CRL 計測を行 つ た

妊婦の 発育評価 に利用で きる が ，HFD ，
　LFD が こ

の 範囲を は ずれる こ と は
， それ ほ ど多 くは な く，

IUGR などの 発育異常 の ス ク リー ＝ ン グ に は
， さ

らに ，適切な 時期に 児体重推定を行 うこ とが 必要

と思わ れ る 。

　以 上 の よ うに 本研究で は
， 妊娠初期は CRL

， 中
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期 に は BPD 又 は FFL を用 い
， ま た 後期で は 発育

の 個体差を考慮した妊娠期間の 推定を行 う，妊娠

全期間を通 じて の 妊娠期間推定法を考案 し検討 し

た．指標 となる 計測値に つ い て は
， 現在の と こ ろ

CRL が最良と考え られ ，
　 Pedersen「4）は 31〜40mm

の 間が最 も正確 と報告し，当科で は初期妊婦全員

に 10週前後 にCRL 計測 を 行 い
， 妊娠期間 の 確認

又 は 推定を行つ て い る ．BPD
，
　FFL 両者か ら得 ら

れた 妊娠期間が異 な る こ とも多く，これ は 同一個

体で の 個体差に よ る と思わ れ るが，どち らを採 る

べ きか は 結 論 が で て い な い 。 し か し ， FFL は

0 ’Brien　et　al ．13）の い うよ うに，　BPD に 代わ る もの

で は な く， 計測対象の 大 きさ，増大速度，計測 の

難易度 な どの 点か ら， 妊娠 中期 で は BPD を用 い

る の が良く ， BPD 計測が不 可能な場合 と
， 妊娠後

期で の 妊 娠期間の 幅の 推定 に FFL を用 い る の が

良い と考えて い る．また Hohler　et　a1．10）は，　 FFL

値 と BPD 値 の 比率 は 79± 8 ％で 直線的な 関係 で

ある と し，計測の適正 さや ， 頭部又 は 四肢 の 形態

異常 の 診断に有効 で ある と報告し て い る．当科 で

は また
， 妊娠期間の 幅の推定も， 妊娠中期か ら発

育異常が出現す る例 もあ り， 妊娠 25週以降か ら ，

こ の 範囲 を参考に して 取 り扱 つ て い る。

　妊娠期間推定法 に つ い て も， 2種の パ ラ メ ータ

を用 い る 方法
4｝

， 間隔 をお い た 2 回 の 計測で 推定

する方法
1）1z）な ど で

，
よ り正確 な妊娠期間推 定が可

能 との 報告が ある が
， Smazal　 et　 al．T8）は 1 回 の

BPD 計測に よ る場合 と差が ない と して い る，実際

の 臨床の 場 で も， 繁雑 さを考 える と 1 回 の 計測 で

推定する こ とが望 まれ，計測断面 の 標準化，計測

法 の 統
一

， 技術 の 習得で 可能に なる と思わ れ る，

　稿 を終 え る に 臨み，御指導 ， 御校閲 を賜わ りま し た 鳥取

大学医学部産科婦人科学教室前 田一雄 教授 に 深謝 い た し ま

す．また，御校閲を賜 わ りま した 同衛生 学教室渡辺嶺男教

授，同小児科学 教室白木和夫教授 に 深謝 い た し ます．な お

本論文 の
一

部 は 第39回 ， 第40回，第42回 日本超音波医 学 会

研究発表会及 び第35回 日本産科婦人科学会学 術 講 演 会 に お

い て 発表 し た ．
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